
（公財）日本体操協会 
令和５年度第 1回（定時）評議員会議事録 

1. 日 時 202３年 6月 25日（日） １４時００分 ～ １５時２５分 

2. 場 所 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ３F 会議室 

およびリモート（zoom使用）による併用会議 

     一堂に会するのと同等に意見表明ができることを確認した。 

3. 出席者  

＜評議員＞ 

出 席：１７名  大島斎礼、瀧澤康二、長谷川輝紀、坂上誠、鷹西美佳、 

            林 直樹、長澤稔子、谷口裕代、慶野峰晴, 大橋英記、渡邉一郎、川上新一、 

望月克己、山田正夫、原康之、岡部洋明、知念義雄 

欠 席：４名   岡村輝一、松井保憲、塚原千恵子、赤間俊一 

＜理事・監事＞ 

理 事：１１名  藤田直志（会長）、具志堅幸司（副会長）、竹内輝明（副会長）、荒木達雄(副

会長)、長谷川洋子（副会長）、遠藤幸一（常務理事）、岩瀬史子（常務理事）、 

           橋爪みすず（理事）、萩原智子(理事)、川人亜矢子(理事)、田中理恵(理事) 

監 事：２名   髙橋史安（監事）、小河原慶太（監事） 

＜事務局＞ 

出 席：３名   守永直人事務局長、渡邉榮アドバイザー、野村直史総務部長  

               その他、次期役員候補もオブザーバーとして参加あり 

4. 審議事項 

第 1号 2022年度事業報告・決算報告 ／ 事務局 

 第 2号 役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の改定 ／ 事務局 

（報告事項） 

第 1号  2021－2024年度 評議員交代  ／ 事務局  

第 2号  2023－2024年度 顧問名簿  ／ 事務局  

（再審）審議事項 2023-2024年度 役員候補について 

5. 権限審査 

本協会定款第24条にもとづき評議員会を構成する評議員は２１名、 

出席者数は１７名、過半数は 11 名ですので本会議は定足数を満たしていることをご報告申し

上げます。 



6. 藤田会長ご挨拶 

会長の藤田でございます。 

本日は令和5年度第 1回定時評議会にご参集いただき、誠にありがとうございます。 

本協会の 2022 年度予算はマイナス 1 億円でスタートしましたが、結果としてマイナス２億６

千万円となりました。これについては会長としての責任を強く感じています。これまでは収支

の状況が見えていなかったところをできる限りガラス張りにして見えるようにするとともに、相

見積もりにより日々の費用の見直しを行うなど、収支改善を進めて行きたい。 

体操協会の会員数が減少している。会員組織の見直し、社会ニーズに合わせた指導者の普

及・発展に取り組んでいきたい。 

7. 議長選出  

定款第 4 章第 16 条の定めにより、評議員会議長は、評議員の中から選出すると定められて

おり、瀧澤康二評議員が議長に選出された。 

８. 議事録署名人 

谷口裕代評議員と慶野峰晴評議員の２名を指名し、議場に諮り、全員異議なく承認された。 

９. 審議事項 

第１号議案  202２年度事業報告・決算報告 

                                    議長の指名により、野村総務部長は説明を行った。 

  ■事業報告 

   2022年度 事業報告書 

■決算報告 

   令和 4年度 決算概要 

   令和 4年度 決算報告書 

2022年度の実施事業は、概ね計画通りに実施。 

特記事項としては 10月 14 日～16日に、「東京・有明アーバンスポーツパーク」において 

「第 1回 FIＧパルクール世界選手権大会」を開催した。 

「監査報告書」について、高橋監事よりご報告 

１．正味財産増減計算書の概要 

２．貸借対照表の概要 

3．助成金等の状況 

(1)競争力強化関連の助成金・強化費」 

(2)競技会・講習会関係等の助成金 



(3)その他の助成金等 

(4)助成金等の推移 

 4．大会実績 

5．正味財産・収支差額等の推移 

  ６・人件費実績等の推移（給与・賞与・通勤費） 

   ・今年度秋以降の大会の運営方法の見直し 

   ・取引先に外注でお願いしていた業務を協会で内製化して実施するなど、大会費用の削減 

を図っていく。 

Q：この大変な時期に新しい専務理事なられる西村さんにお考えを伺いたい。 

A：藤田会長の冒頭の挨拶にもあったように 

   ・一つ一つの無駄をなくす。 

   ・収入を増やす。 

   今まで手を付けてこなかったところを改善していく。 

議長: 《挙手なし＝異議なし》 

審議事項２ 役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の改定 

議長の指名により、守永事務局長は説明を行った。

    ■提案理由 

      日本体操協会では2023年度より新組織体制へと移行いたしました。新組織では責任体

制を明確にし、実効性を高め体操界の普及・発展に取り組む姿勢となった。 

役員の責任体制をより明確化するために、役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規

程の改定をご提案いたします。 

     また、2023年度の報酬総額を500万円とすることを併せてご提案いたします。 

■改定内容 

      別紙参照 

 藤田：補足として説明いたします。 

     今回、今の状態を回復するため外部から新しい理事をお迎えするにあたり 

     相応の報酬をお支払いすることが妥当であるとの判断をした。 

議長: 《挙手なし＝異議なし》 



報告事項１    2021-2024年度評議員の交代（1名）について 

議長の指名により、守永事務局長は説明を行った。

田中和子氏（日本エアロビック連盟 元専務理事）より期中の退任申出を受けた。 

評議員選定委員会を発足し、後任の評議員を決定 

後任となる評議員名 ： 赤間俊一氏  （日本エアロビック連盟 専務理事） 

議長: 《挙手なし＝異議なし》 

報告事項２  2023-2024 年度 顧問名簿 

議長の指名により、守永事務局長は説明を行った。

 ＜任期＞ 2023年 6月の定時評議員会終結時～2025年 6月の定時評議員会終結時 

大島：下部組織の決算がどうなっているか把握しているか。日本体操協会に登録料を払う他に、 

    地方団体、競技団体、などいくつも登録しなくてはいけないという声が挙がっている。 

遠藤：問題意識は持っている。普及プロジェクトで話し合いを進める。 

議長: 《挙手なし＝異議なし》 

（再審）審議事項 2023-2024年度 役員候補について 

次期役員について２０２３年１月９日に開催された臨時評議員会にて決議された以下の役員を議場に

諮ったところ承認された。 



議員名簿 

議長 ： 役員の選出につきまして、お一人ずつご承認いただきたいと思います。 

藤田 直志 《挙手なし＝異議なし》 

佐久間 裕司 《挙手なし＝異議なし》 

橋爪 みすず 《挙手なし＝異議なし》 

鹿島 丈博 《挙手なし＝異議なし》 

西村 賢二 《挙手なし＝異議なし》 

萩原 智子 《挙手なし＝異議なし》 

川人 亜矢子 《挙手なし＝異議なし》 

佐々木 庸子 《挙手なし＝異議なし》 

内村 航平 《挙手なし＝異議なし》 

田中 理恵 《挙手なし＝異議なし》 

中村 真理 《挙手なし＝異議なし》 

武藤 真也 《挙手なし＝異議なし》 

髙橋 史安 《挙手なし＝異議なし》 

小河原 慶太 《挙手なし＝異議なし》 

議長は、すべての議案の終了を確認し、１５時２５分閉会を宣言した。 

令和 5年 6月 25日 



                      議長        瀧澤 康二 

                      議事録署名人  谷口 裕代 

                      議事録署名人  慶野 峰晴 


